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     STUDIES OF THE CELLULAR IMMUNE RESPONSE 
    IN PATIENTS WITH URINARY BLADDER CARCINOMA 
     X. EVALUATION OF SERUM  IAP AND ASP LEVELS 
        Shoichi  NISHIO, Yukichi OZAKI,  Seiji WADA,  Junji KAWAKITA 
                        and Masanobu MAEKAWA 
            From the Department of  Urology, Osaka City University Medical School 
                          (Chairman: Prof. M. Maekawa,  M.D.) 
   Serum levels of immunosuppressive acidic protein (IAP) and acid soluble glycoprotein 
(ASP) were measured in 48 patients with urinary bladder carcinoma and 51 control subjects. 
   Both  IAP and ASP levels were significantly higher in the patients than in thecontrol 
subjects, and the increase of these two serum substances seemed to be closely related to 
grading and staging of urinary bladder carcinoma. 
   In many patients, erum  IAP and ASP levels decreased after esection of tumors. There 
was an inverse correlation between  IAP or ASP level and phytohemagglutinin  (PHA)-
induced lymphocyte blastogenesis (stimulation i dex, SI). This suggested an immunosup-
pressive effect of these serum factors. 
   After chemotherapy of urinary bladder carcinoma, both  IAP and ASP levels would 
decrease. It is suggested that serum  IAP and ASP levels could be good indicators for 
evaluating the effect of chemotherapy. 
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比(と くに,細 胞サブセットの構成比)の 変化など細
胞側に原因する場合 と,細胞の生活環境 とも言 うべき
血 清組 成 の変 化,す なわ ち,血 清 側 に 原 因 が存 在 す る
場 合 とが 考 え られ る.既 報 に て,わ れ わ れ は膀 胱 癌患
者 血 清 中 に 細 胞性 免 疫反 応 を抑 制 す る因 子 が 存 在 す る
こ とを 示 唆 した4).ま た文 献的 に も癌 患 者 血 清 中 に は
数 多 くの 免 疫 抑 制 因 子 が増 加す る とさ れ て い る5).そ
こ で今 回,こ れ ら免 疫 抑 制 因 子 の うちimmunosup・
pressiveacidicprotein(IAP)とacidsoluble





































1)膀 胱 癌 患 者 に お け るIAP値
Fig.1は対照 群,膀 胱 癌 患 者 群 に お け るIAP値
を 示す.対 照 群 の平 均 値 は375.1+135,8μg/mlで,
患 者 群 全 例 の平 均 値 は786.1+387.7μglmlであ り患
者 群 のIAP値 は 対 照 群 に 比 して あ き らか に 高 値 を 示
して い る(P<0.001).さらに癌 深 達 度(stagcTl-
T4)の 別 で検 討 す る とFig.1で み ら れ る よ うにT1
群 のIAP値 は380,6±121.9μ9/mlで対 照 群 との
間 に差 を認 め な いが,T2,T3,T4群 の値 は そ れ ぞ れ
723.2±317.3,872.0±346.4,1020.6±345.5μg/mI
でT2群 以 上 の深 達 度 を有 す る症 例 は対 照 群,T1群
に 比較 して あ き らか に 高 いIAP値 を 示 し てい る.ま
た,T2-T3群 間,T3-T4群 間 で は と くに 差 を認 め な
い がT2-T4群 間 で はO.02<P<O.05の有 意 差 を も




















































西尾 ・ほか:膀 胱癌 ・IAP-ASP
群(T1,T2)とhighstage群(T3,T4)の 間 で も
有 意 差 を 認 め て い る(p<0・OOI).つぎに腫 瘍 摘 除 の
IAP値 に 与 え る 影 響 を 検 討 した と ころ,Fig.2に
示 す とお り,手 術 前 のIAP値 に 比 較 して 手術 後 は
398。3±215.2と有 意 に 低 下 して い る(p<0・001)・こ






























































































































値を 比較 検討したものである.対 照群のASP値 は
71・8±23・4mg/dl,患者群では167.8±84.6mgldlで
愚者群のASP値 は有意差を もって 高値を 示してい
る(P<0・001).また患者群を 癌の深達度の別で比較
すると対照群とTI群 の間には 差がな く,T1群 と
























































































































































下す るという考え方 もある.今回,わ れわれは膀胱癌
患者を対象として細胞性免疫能を抑制すると考えられ
ている血清免疫抑制因子のうちIAPお よびASPに

















らも胃癌,乳 癌,結 腸直腸癌について検討 し,術後7
日目ではIAP値 は上昇するが術後30日で手術前の値
もしくはそれ以下に低下す ると報告している12).した
がって,今 回の成績か らIAPは 腫瘍そのものから産
生され るのか,腫 瘍がその宿主に作用して産生をうな




は術後のIAP値 が 正常域を 越えるものは 少数例で
あるが,stageT3,4で残存腫瘍が 疑われる症例で


























































































1)膀胱 癌患者48例,対 照群51例に ついて血清
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